幼小連携のカリキュラムについての研究 : 「道徳性」「協同性」の育成［平成23年度中間報告］ by 中島 朋紀 et al.









































































































































































































































学 び の 基 礎 力 の 育 成
幼稚園教育（学校教育法第23条） 小学校教育（学校教育法第21条）
・３つの自立・
・学びの自立
・生活上の自立
・精神的な自立
・学力の三つの要素・
・基礎的な知識・技能・課題解決の
ために必要な思考力・判断力・表
現力等
・主体的に学習に取り組む態度
幼児期の終わり～児童期（低学年） 児童期及びそれ以降の時期
＜知＞
③身近な社会生活、生命及び自然に対する正しい理解
③身近な社会生活、生命及び自然に対する思考力の芽生
え
④言葉の正しい使い方
⑤豊かな感性と表現力の芽生え
＜知＞
①公正な判断力
③我が国と郷土の現状と歴史についての正しい理解
③外国の文化の理解
④家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、
産業その他の事項についての基礎的な理解
④家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、
産業その他の事項についての基礎的な技能
⑤生活に必要な国語の正しい理解
⑤生活に必要な国語を正しく使用する基礎的な能力
⑥生活に必要な数量的な関係の正しい理解
⑥生活に必要な数量的な関係を正しく処理する基礎的な
能力
⑦生活にかかわる自然現象についての科学的な理解
⑦生活にかかわる自然現象について、科学的に処理する
基礎的な能力
⑨音楽、美術、文芸その他の芸術についての基礎的な理
解
⑨音楽、美術、文芸その他の芸術についての基礎的な技
能
⑩将来の進路を選択する能力
＜徳＞
②家族や身近な人への信頼感
②自律及び協同の精神
②規範意識の芽生え
②集団生活を通じて、喜んでこれに参加する態度
③身近な社会生活、生命及び自然に対する興味、態度
④相手の話を理解しようとする態度
＜徳＞
①自主、自律及び協同の精神
①規範意識
①公共の精神
①主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態
度
②生命及び自然を尊重する精神
②環境の保全に寄与する態度
③伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国
と郷土を愛する態度
③他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度
⑩勤労を重んずる態度
＜体＞
①健康、安全で幸福な生活のために必要な基本的な習慣
①身体的諸機能の調和的発達
＜体＞
⑧健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣
⑧運動を通じた体力の向上
⑧心身の調和的発達
図1．幼稚園・小学校教育の連続性・一貫性と学びの基礎力の育成
４．幼小連携・接続の必要性
幼稚園から小学校低学年にかけての時期は、身近な生活と結びついた活動そのものに関
心をもち、活動すること自体に自己表現としての意味がある時期である。活動を円滑に進
める上で必要な知識や技術の習得は、それ自体としては意味をもたず、活動の結果もあま
り意識はされない。しかし、子どもの年齢が6歳、 7歳と上がるにつれ、結果を意識し、
目標をもって活動することができるようになり、必要な知識や技術の習得に関心が向けら
れるようになっていく。そして、法則や技術の獲得に特に適した第2段階へ進み、その知
識や技術を研究や問題に適用する第3段階へ進んで中等教育につながっていくのである。
無論、学校の変化には「子どもの成長に生じる次のような変化を認識し、気づかれないよ
うそれに対応しなければならない」2）教育的配慮が必要である。子どもの発達の状況にあわ
せ、柔軟にきめ細かに対応していくためには、同じ発達段階にある子どもを同一の方針で
教育するのと同時に、次の段階の特徴が徐々に現れてくるのに応じてカリキュラムを編成
できるよう、次の段階とも連続させておくことが必要となる。
小学校低学年におけるスタートカリキュラムは、環境を通して行うことを基本とする幼
児教育との方法的連続性をもつものであり、家庭・地域社会における生活と学習の場とし
ての幼稚園・小学校における生活に連続性をもたせるものである。その中核にある生活科
は、生活環境自体が学習内容となるとともに、「具体的な活動や体験」による学習の過程
において「生活上必要な習慣や技能を身につけ」るという点から、幼稚園・小学校の学習
に教育課程上の連続性をもたせるものであると考えられる。
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図2．幼稚部生（年長・幼児）と初等部生との交流（アプローチカリキュラム・プログラム）
興味・関心をもつ段階 慣れ親しむ段階 期待感を高める段階
☆小学校の教育活動において児童の活動
の様子を見学することを通して、小学校
の「人・もの・（時）」に興味・関心をも
つ。
☆小学校の教育活動において児童と一緒
に活動し触れ合うことを通して、小学校
の「人・もの・（時）」に慣れ親しむ。
☆小学校の教育j活動におい
て児童と協同的な活動を行
うことを通して、小学校生
活への期待感を高める。
・行事・体育・6月・
・運動会・
・ 1年生の体育の授業
を見学する。
・一緒に「ソーラン節」
（ダンス）を踊ろう。
・体育･7月・
・合同プール・
・水遊び
・水中ダン
ス
・行事・生活科・11月・
・みどり祭・
・1年生と一緒に ・秋
遊び・をしよう。
・・秋遊び・（どんぐり遊
び）を教えてあげよう。
・行事･12月・
・学芸会・
招待・鑑賞
・行事･生活科･総合2月・
・小学校生活・
・初等部生と一緒に遊び、
学習をしよう。
・一緒に教室（1年生）
で学習をしよう。
幼
稚
部
生
と
初
等
部
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流
小学校生活への不安の解消 小学校生活への期待感の高揚
＜初等部教員の声＞
遊びや生活を通した総合的な遊びの中で、人やものや時（季節・時期）と豊かに関わり、いろい
ろなことを経験し学んでいる幼児の姿は、想像していた以上にレベルが高いものだった。育ちの連
続性を意識した指導に努めることが、子どもの能力をさらに伸ばすことにつながると実感しながら、
小学校教育に取り組んでいきたい。幼小の育ちのつながりが意識できるよう指導していきたい。
